
一
五
一

關
西
大
學
中
國
文
學
會
會
則

第
一
条	
本
会
は
關
西
大
學
中
國
文
學
會
と
称
し
、
そ
の
事
務
局
を
関

西
大
学
文
学
部
中
国
学
専
修
合
同
研
究
室
に
置
く
。

第
二
条	

本
会
は
中
国
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
の
促
進
と
、
会
員

相
互
の
研
鑽
親
睦
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条	

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
　
一	

機
関
誌
『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
の
刊
行

　
　
二	

総
会
の
開
催

　
　
三	

研
究
会
の
開
催

　
　
四	

そ
の
他
本
会
が
必
要
と
認
め
た
こ
と

第
四
条	

本
会
は
左
の
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る

　
　
一	

特
別
会
員

　
　
　
　
本
学
の
専
任
教
員

　
　
二	

学
生
会
員

　
　
　
　
本
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
中
国
学
専
修
の
学
生
及
び
本
学

の
学
部
生
で
本
会
が
そ
の
入
会
を
認
め
た
者

　
　
三	

普
通
会
員

　
　
　
1
　
本
学
の
大
学
院
生

　
　
　
2
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
成
す
る
者

　
　
四	

名
誉
会
員

	

本
学
の
名
誉
教
授

第
五
条	

本
会
の
役
員
と
そ
の
任
務

　
　
一	

会
長
　
一
名

	

会
長
の
選
出
は
特
別
会
員
の
互
選
に
よ
る
。
会
長
は
会
の
統

轄
運
営
に
当
た
る
。

　
　
二	

委
員
　
若
干
名

	

委
員
は
会
長
が
指
名
す
る
。
委
員
は
編
集
・
庶
務
・
会
計
の

各
業
務
を
分
担
す
る
。
会
計
担
当
の
委
員
は
毎
年
一
回
会
計

報
告
を
す
る
。

　
　
三	

役
員
会
は
会
長
・
委
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
会
長
が
こ
れ
を

召
集
す
る
。

第
六
条	

役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
七
条	

会
員
は
次
に
定
め
る
会
費
を
納
入
す
る
。

　
　
　
1
　
普
通
会
員
は
会
費
年
額
三
千
円
と
す
る
。

　
　
　
2
　
特
別
会
員
は
会
費
年
額
一
万
円
と
す
る
。

　
　
　
3
　
学
生
会
員
及
び
名
誉
会
員
か
ら
は
会
費
を
徴
収
し
な
い
。

第
八
条	

寄
付
行
為
に
つ
い
て
は
、
総
会
で
報
告
し
、
機
関
誌
に
記
載

す
る
。

第
九
条	

会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受
け
、
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条	

こ
の
会
則
の
変
更
は
役
員
会
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
総
会
の

承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
　
こ
の
会
則
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
　
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
五
年
四
月
一
日
　
第
七
条
再
改
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
　
改
訂
會
則
施
行



一
五
二

関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
執
筆
要
項

　
（
執
筆
者
の
資
格
）

紀
要
に
執
筆
で
き
る
者
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
か
ぎ
る
。
た
だ

し
、
編
集
委
員
会
が
許
可
し
た
場
合
を
除
く
。
共
同
執
筆
に
つ
い
て
は

編
集
委
員
会
と
相
談
の
こ
と
。

　
（
ジ
ャ
ン
ル
）

紀
要
に
は
、
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
・
書
評
・
報
告
・
彙
報
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

論
文
は
、
理
論
的
ま
た
は
実
証
的
な
研
究
成
果
の
発
表
を
言
う
。

研
究
ノ
ー
ト
は
、
論
文
作
成
の
途
中
に
あ
っ
て
著
者
の
研
究
の
原
案
や

方
向
性
を
示
し
た
も
の
を
言
う
。

資
料
は
、
内
外
の
研
究
動
向
の
紹
介
、
調
査
研
究
の
経
過
報
告
、
独
自

に
収
集
し
た
研
究
資
料
な
ど
を
言
う
。

書
評
は
、
新
た
に
発
表
さ
れ
た
内
外
の
著
書
・
論
文
の
紹
介
批
評
を
言
う
。

　
（
条
件
）

紀
要
に
掲
載
す
る
も
の
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
原
文
が
す
で
に

発
表
ず
み
の
論
文
を
翻
訳
し
た
も
の
も
掲
載
し
な
い
。

　
（
原
稿
の
長
さ
）

原
稿
は
、
図
表
・
注
・
文
献
な
ど
を
ふ
く
め
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
五
〇
枚
程
度
と
し
、
一
人
に
つ
き
一
本
を
原
則
と
す
る
。

た
だ
し
、
編
集
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
（
表
記
）

論
文
な
ど
は
、
編
集
委
員
会
が
認
め
た
場
合
を
除
き
、
和
文
を
原
則
と

す
る
。
表
記
は
現
代
か
な
遣
い
に
よ
り
、
数
字
は
算
用
数
字
、
漢
字
は

当
用
漢
字
を
原
則
と
す
る
。

　
（
採
否
）

掲
載
紙
面
の
都
合
上
、
投
稿
原
稿
の
採
用
の
有
無
、
掲
載
順
序
な
ど
に

つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
発
行
）

年
に
一
回
発
行
す
る
。

　
（
提
出
原
稿
）

論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
の
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

　
（
校
正
）

校
正
は
、
執
筆
者
の
責
任
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
そ
の
他
）

上
記
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
で
検
討
す
る
。

　
（
要
項
の
訂
正
）

こ
の
要
項
の
改
廃
は
編
集
委
員
会
で
行
う
。
た
だ
し
、
総
会
で
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
改
訂
）



前
　
号
　
目
　
次

『
旧
唐
書
』
音
楽
志
訳
注
稿
（
六
）  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

隋
唐
楽
府
文
学
研
究
班 

（ 

一 

）

正
徳
末
年
か
ら
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
「
性
気
詩
派
」
の
継
承
に
つ
い
て
（
前
篇
） 

─
白
沙
学
派
に
と
っ
て
の
詩
文
の
意
義
及
び
湛
若
水
に
よ
る
宣
揚
な
ど
を
中
心
に

─  ･･･････ 

和
　
泉
　
ひ
と
み 

（ 

二
一 

）

『
脈
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』「
王
文
秀
渭
塘
奇
遇
記
」
翻
訳  ･･････････････････････････････････････････ 

多
　
田
　
光
　
子 

（ 

三
九 

）

近
代
日
中
書
学
交
流
の
一
側
面 

─
山
本
竟
山
と
楊
守
敬
を
中
心
に

─  ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 

蘇
　
　
　
　
　
浩 

（ 

六
七 

）

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
漢
字
典
』
に
お
け
る
『
訳
鍵
』『
蘭
語
訳
撰
』
参
照
の
可
能
性 

─
植
物
名
称
の
訳
語
を
手
掛
か
り
に

─  ････････････････････････････････････････････････････････ 

張
　
　
　
麗
　
華 

（ 

1 

）

四
字
熟
語
・
成
語
に
関
す
る
調
査
研
究
（
そ
の
3
） ･････････････････････････････････････････････････････ 

兪
　
　
　
鳴
　
蒙 

（ 

17 

）

中
国
現
代
文
学
研
究
に
お
け
る
新
聞
副
刊
の
重
要
性  ･･･････････････････････････････････････････････････ 

蔭
　
山
　
達
　
弥 

（ 

39 

）

淪
陥
期
上
海
の
日
本
映
画
専
門
館
「
大
華
（
ロ
キ
シ
ー
）
大
戯
院
」
と 

映
画
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
大
華
／
ロ
キ
シ
ー
』
に
つ
い
て  ･････････････････････････････････････････････ 

菅
　
原
　
慶
　
乃 

（ 

59 

）

彙
　
報  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

（ 

八
七 

）



執 筆 者 一 覧

吾　妻　重　二 本学教授
長谷部　　　剛 本学教授
多　田　光　子 本学大学院生
西　川　芳　樹 本学非常勤講師
桜　木　陽　子 本学非常勤講師
和　泉　ひとみ 本学非常勤講師
陳　　駿　　千 本学大学院生
沈　　国　　威 本学教授
余　　雅　　婷  台湾中央研究院中国文学哲学研究所

博士研究員
永　井　崇　弘  福井大学学術研究院教育・人文社会系

部門総合グローバル領域准教授
塩　山　正　純  愛知大学国際コミュニケーション学部

教授
伊　伏　啓　子 北陸大学講師
稲　垣　智　恵  国際日本文化研究センター 

プロジェクト研究員
森　　　宏　子 流通科学大学准教授
二ノ宮　　　聡 本学非常勤講師
後　藤　裕　也 本学非常勤講師
孫　　暁　　明 本学大学院生
凌　　　　　昊  西安電子科技大学 

外国語学院専任講師
池　田　智　恵 本学准教授
蔭　山　達　弥 本学非常勤講師
張　　軼　　欧 本学非常勤講師


